
中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

東

近

伸

〔
抄

録
〕

金
剛
福
寺
は
、
四
国
最
南
端
の
足
摺
岬
に
位
置
し
、
観
音
信
仰
の
霊
場
と

し
て
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
期
、
三
度
の
回
禄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
仏
上
人
ら

の
勧
進
活
動
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。
荘
園
領
主
・
一
条
家
の
奉
加
官
米
は
沙

汰
人
に
よ
り
幡
多
荘
の
村
々
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
金
剛
福
寺
は
足
摺
半

島
一
円
は
も
と
よ
り
、
四
万
十
川
下
流
域
に
多
く
の
寺
領
を
寄
進
さ
れ
、
ま

た
、
幡
多
荘
本
郷
に
あ
る
末
寺
・
香
山
寺
や
観
音
寺
、
大
方
郷
の
飯
積
寺
は
、

い
ず
れ
も
太
平
洋
を
臨
む
、
山
頂
付
近
に
あ
り
、
十
一
面
観
音
菩
薩
を
本
尊

と
し
て
い
る
。
金
剛
福
寺
と
末
寺
は
、
祈
禱
寺
と
し
て
の
宗
教
的
役
割
を
果

た
し
た
だ
け
で
な
く
、
年
貢
の
収
取
や
、
四
万
十
川
下
流
域
の
水
運
を
掌
握

し
、
年
貢
の
京
上
請
負
等
、
社
会
経
済
的
に
も
一
条
家
の
荘
園
支
配
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

知
行
国
、
勧
進
活
動
、
観
音
信
仰
、
船
所

胎
内
造
像
銘
文

は
じ
め
に

中
世
に
お
い
て
、
寺
院
の
堂
舎
の
造
営
や
仏
像
の
建
立
の
た
め
に
、
貴
賤
の

人
々
に
作
善
を
勧
め
、
造
営
の
資
金
を
調
達
す
る
勧
進
活
動
が
行
わ
れ
た
。
重
源

上
人
に
よ
る
東
大
寺
の
再
建
や
、
高
野
山
、
東
寺
な
ど
の
復
興
事
業
に
お
い
て
は
、

大
勧
進
職
が
補
任
さ
れ
、
堂
舎
の
復
興
を
請
負
い
、
朝
廷
や
幕
府
に
よ
る
国
家
的

な
支
援
の
も
と
に
、
勧
進
上
人
に
よ
る
勧
進
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

著
名
な
大
寺
院
の
み
な
ら
ず
、
中
小
寺
院
に
お
い
て
も
寺
院
復
興
の
た
め
に
勧
進

活
動
が
行
わ
れ
、
勧
進
活
動
は
中
世
寺
院
に
と
っ
て
不
可
欠
な
活
動
で
あ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る１

）

。
こ
の
よ
う
な
地
方
中
小
寺
院
の
勧
進
活
動
の
事
例
と
し
て
、

土
佐
国
幡
多
荘
に
お
け
る
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
に
つ
い
て
「
金
剛
福
寺
文
書
」

を
史
料
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

蹉

山
補
陀
洛
院
金
剛
福
寺
は
、
四
国
の
最
南
端
、
眼
前
に
太
平
洋
を
望
む
足

摺
岬
に
位
置
し
て
い
る
。
蹉

山
縁
起
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
〜
八
二

五
五
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四
）、
一
条
家
の
祖
、
藤
原
良
房
の
奏
上
で
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
弘
法
大

師
・
空
海
が
観
世
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
建
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る２

）

。
金
剛
福
寺

は
、
鎌
倉
期
に
三
度
の
回
禄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勧
進
活
動
と
荘
園
領
主
・
一
条

家
の
奉
加
に
よ
っ
て
中
世
寺
院
と
し
て
復
興
を
遂
げ
、
土
佐
国
幡
多
荘
に
お
い
て

有
力
な
在
地
勢
力
と
し
て
存
在
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
期
、
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
南
仏
上
人
の
活
動
を
中
心

に
、
中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
幡
多
荘

に
お
け
る
金
剛
福
寺
の
社
会
経
済
活
動
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

第
一
章

金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

第
一
節

幡
多
荘
の
成
立
と
伝
領
に
つ
い
て

土
佐
国
幡
多
荘
は
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
の
「
九
条
道
家
総
処
分
状３

）

」
に
よ

る
と
九
条
道
家
よ
り
三
男
の
一
条
実
経
に
譲
与
さ
れ
た
四
十
ヶ
所
の
所
領
の
う
ち

新
御
領
と
さ
れ
る
十
七
ヶ
所
の
一
つ
で
あ
る
。

【
史
料
Ａ
】

前
摂
政
（
一
条
実
経
）

（
中
略
）
新
御
領
（
中
略
）
土
佐
国
幡
多
郡

本
庄

大
方
庄

山
田
庄

以
南
村

加
納
久
礼
別
符

「
九
条
忠
家
遺
誡
草
案４

）

」
の
一
条
前
摂
政

実
経
）条
に
、
道
家
へ
の
幡
多
荘
伝
領

に
つ
い
て
の
手
が
か
り
が
見
ら
れ
る
。

【
史
料
Ｂ
】

自
□
□
建
長
四
〔
年
〕﹇

﹈
篭
居
之
時
、
無
朝
恩
□
相
違
之
上
、
自
関
東

伝
領
地
、
土
〔
州
幡
多
〕
郡
地
行
□
□
□
〔
又
如
元
カ
〕

史
料
Ａ
に
よ
る
と
、
幡
多
荘
の
領
域
は
、
幡
多
郡
の
ほ
ぼ
全
域
（
本
庄
・
大
方

庄
・
山
田
庄
・
以
南
村
）
と
加
納
と
し
て
高
岡
郡
・
久
礼
を
含
ん
だ
広
範
囲
な
地

域
と
な
っ
て
い
る
。（
図
１
参
照
）

新
御
領
は
、
道
家
の
時
代
に
新
た
に
九
条
家
の
所
領
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
史
料
Ｂ
に
よ
る
と
、
建
長
四
年
（
実
経
が
）
篭
居
之
時
（
宮
騒
動
に
よ
り

実
経
が
辞
官
し
た
時
と
推
察
さ
れ
る
）
に
も
、
関
東
よ
り
伝
領
の
地
・
土
州
幡
多

郡
の
知
行
は
従
来
ど
お
り
安
堵
さ
れ
た
と
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
幡
多
郡
は
、

鎌
倉
幕
府
か
ら
九
条
道
家
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る５

）

。
嘉
禎

三
年
（
一
二
三
八
）
の
香
山
寺
寄
進
状
（
金
剛
福
寺
文
書
）
に
、「
土
佐
国
幡
多

五
六

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



御
荘
本
郷
内
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
家
の
土
佐
知
行
国
支
配
の
時
代
に
幡
多
荘

は
成
立
し
て
お
り
、
実
経
に
伝
領
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節

一
条
家
の
知
行
国
支
配
と
幡
多
荘

一
条
家
の
土
佐
知
行
国
支
配
に
つ
い
て
、
香
宗
我
部
家
伝
証
文６

）

に
次
の
史
料
が

見
ら
れ
る
。

【
史
料
Ｃ７

）

】
源

則
長
）

袖
判
）

庁
宣

留
守
所

可
早
引
募
金
光
明
院
敷
地

新
勘
免
供
田
陸
町
事

在
香
宗
我
部
千
頴
名
入

交
内

右
件
敷
地
供
料
田
、
任
去
弘
長
弐
年
四
月
九
日
院
宣
之
旨
、
限
永
代
所
奉
免

也
、
向
後
更
不
可
有
違
乱
之
状
、
宣
所
如
件
、
留
守
所
宜
承
知
、
敢
勿
違
失
、

以
宣文

永
二
年
八
月

日

成
経
）

大
介
源
朝
臣

史
料
Ｃ
は
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
土
佐
国
守
が
国
衙
留
守
所
あ
て
に
京

よ
り
出
し
た
庁
宣
で
あ
る
。（
院
宣
に
よ
り
金
光
明
院
と
い
う
寺
院
に
敷
地
と
香

宗
我
部
郷
入
交
内
の
供
田
六
町
を
与
え
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。）
一
条
実

経
は
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
か
ら
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
ま
で
と
弘
安
四
年

（
一
二
八
二
）
に
は
、
土
佐
国
の
知
行
国
主
で
あ
り
、
家
司
・
源
成
経
を
土
佐
守

と
し
て
い
る８

）

。
成
経
は
直
接
土
佐
国
衙
に
は
赴
任
せ
ず
、
国
守
の
命
令
文
書
で
あ

る
庁
宣
を
留
守
所
の
在
庁
官
人
等
に
下
し
て
留
守
所
の
在
庁
官
人
が
実
際
の
国
務

を
執
行
し
た
。
庁
宣
に
成
経
は
「
大
介
源
朝
臣
」
と
署
名
し
、
庁
宣
の
袖
に
は
、

一
条
家
政
所
別
当
の
源
則
長
が
袖
判
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
土
佐
国
務
に
つ
い

て
発
給
す
る
庁
宣
に
、
一
条
家
政
所
別
当
源
則
長
が
、
知
行
国
主
実
経
の
代
理
で

あ
る
国
務
奉
行
人
と
し
て
承
認
を
与
え
た
事
を
示
し
て
い
る
。
土
佐
国
は
、
知
行

国
主
｜
国
務
奉
行
人
（
政
所
別
当
）
｜
国
守
｜
目
代
｜
在
庁
官
人
と
い
う
上
意
｜

下
達
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
知
行
国
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
主
の
発
給
す
る
文
書
で
あ
る
国
宣
が
文
書
と
し
て
確
立
す
る
鎌
倉
中
期
以
降
、

国
守
は
次
第
に
有
名
無
実
化
し
、
名
国
司
が
増
加
す
る
。
後
に
は
庁
宣
の
多
く
が

国
守
の
署
判
を
持
た
な
く
な
り
、
国
主
（
あ
る
い
は
国
務
奉
行
人
）
の
袖
判
の
み

を
持
つ
よ
う
に
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
務
奉
行
人
制
は
、
知
行
国
主
が

国
務
を
完
全
に
掌
握
す
る
鎌
倉
期
に
全
面
的
に
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る９

）

。
と
こ

ろ
で
源
則
長
は
土
佐
国
の
国
務
奉
行
人
と
し
て
土
佐
の
国
務
を
統
括
す
る
の
と
同

時
期
に
一
条
家
政
所
別
当
と
し
て
、
金
剛
福
寺
へ
の
前
摂
政
家
（
実
経
）
政
所
下

文
に
署
判
を
行
っ
て
い
る
。
荘
園
支
配
に
お
い
て
も
国
務
奉
行
人
制
と
同
様
に
、

政
所
別
当
（
上
家
司
）
｜
預
所
（
下
家
司
）
｜
沙
汰
人
（
荘
官
）
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
期
の
幡
多
荘
支
配
に
つ
い
て
は
、「
金

剛
福
寺
文
書
」
に
一
条
家
政
所
下
文
や
御
教
書
が
見
ら
れ
、
醍
醐
源
氏
の
源
則
長
、

源
則
任
、
源
清
兼
ら
が
一
条
家
政
所
別
当
・
奉
行
人
と
し
て
荘
務
を
担
当
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る10

）

。

第
三
節

金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
に
つ
い
て

１
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
金
剛
福
寺
の
回
禄
に
つ
い
て

「
金
剛
福
寺
文
書
」
に
よ
る
と
、
金
剛
福
寺
は
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）、
正

応
二
年
（
一
二
八
九
）
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
と
鎌
倉
期
に
三
度
の
回
禄
に
よ

五
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り
堂
塔
を
焼
失
し
、
そ
の
た
び
に
再
建
が
行
わ
れ
て
き
た
。
鎌
倉
期
の
金
剛
福
寺

修
造
の
時
期
は
次
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る11

）

。

１
期

建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
八
月
二
四
日
回
禄
、
文
永
四
年
（
一
二
六

五
）、
一
条
実
経
に
よ
る
修
造
、（
十
一
年
間
）

２
期

正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
二
月
四
日
回
禄
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）

一
条
家
経
・
内
実

に
よ
る
修
造
、（
十
二
年
間
）

３
期

延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
正
月
二
日
回
禄
、
修
造
が
終
了
し
た
時
期
は

近
年
修
復
さ
れ
た
金
剛
福
寺
千
手
観
音
像
の
胎
内
銘
文
に
よ
れ
ば
南
北

朝
の
混
乱
期
を
挟
ん
で
、
暦
応
五
年
（
一
三
四
二
）
頃
、
一
条
経
通
に

よ
り
再
建
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る12

）

。（
三
十
二
年
間
）

２
、
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
一
条
家
の
奉
加
に
つ
い
て

正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
政
所
下
文
（
金
剛
福
寺
文
書
）
に
よ
る
と
、
鎌
倉

前
期
の
金
剛
福
寺
は
寺
領
を
失
い
衰
退
し
、
堂
舎
は
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
上
、
建
長
八
年
の
回
禄
の
た
め
に
堂
舎
を
焼
失
し
て
い
る
。
金
剛
福
寺

の
復
興
の
為
、
慶
全
を
勧
進
上
人
と
す
る
勧
進
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
次
の
史
料

は
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
お
よ
び
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
の
前
摂
政
家

（
実
経
）
政
所
下
文
で
あ
る
。

【
史
料
Ｄ
】

前
摂
政
家
政
所
下

土
佐
国
幡
多
庄
官
百
姓
等

可
早
奉
加
阿

梨
慶
全
勧
進
造
金
剛
福
寺
堂
社
神
殿
等
用
途
事

副
下御

奉
加
御
教
書

右
彼
慶
全
解
状

、（
中
略
）
法
性
寺
大
殿
當
国
御
沙
汰
之
時
、
率
已
旧
例
、

寄
進
新
免
三
十
町
免
田
、
是
也
彼
御
寄
進
状
永
留
于
寺
家
矣
。
而
田
堵
動
対

、
地
利
漸
減
少
、
至
于
応
保
元
年
令
減
定
六
町
。
是
則
當
郡
主
宗
我
部
氏

滅
亡
刻
、
止
其
沙
汰
云
々
。（
中
略
）
去
建
長
五
年
春
三
月
比
、
重
発
起
三

重
宝
塔
、
添
一
寺
荘
厳
之
大
願
。（
中
略
）
然
間
去
年
八
月
下
旬
七
日
至
夜

半
之
時
刻
、
及
不
慮
之
火
災
、
仏
閣
神
殿
悉
作
灰
燼
、
道
具
宝
器
同
化
煙
炎
。

（
中
略
）
夫
護
王
法
者
仏
法
也
、
祐
政
道
者
神
道
也
。
今
建
立
如
来
常
住
之

仏
閣
、
造
営
和
光
垂
迹
之
神
祠
、（
中
略
）
伏
乞
、
任
旧
例
下
新
恩
、
被
助

造
営
功
者
、
隣
国
傍
郷
定
守
教
命
為
興
善
根
（
中
略
）
早
可
令
庄
内
住
人
、

奉
加
彼
慶
全
阿

梨
勧
進
、
造
金
剛
福
寺
堂
社
殿
等
用
途
料
之
状
、
所
仰
如

件
、
庄
官
百
姓
等
宣
承
知
、
勿
違
失
、
故
下
。

正
嘉
元
年
四
月

日

案
主
図
書
允
紀
景
重

令
散
位
藤
原
朝
臣
時
重

知
家
事
中
原

別
当
右
大
弁
藤
原
朝
臣
高
定

大
従
止
親
祐
安
部

親
秀

主
計
頭
清
原
真
人

頼
尚

修
理
東
大
寺
大
仏
長
官
左
大
史
兼
能
登
介
小
槻
宿
禰

有
家

勘
解
由
次
官
兼
中
宮
大
進
藤
原
朝
臣

高
俊

散
位
源
朝
臣
則
長

【
史
料
Ｅ
】

前
摂
政
家
政
所
下

土
佐
国
幡
多
庄
官
百
姓
等

仰
下
二
箇
条
、

一
、
可
令
任
旧
例
奉
免
金
剛
福
寺
供
田
六
町
事
、

（
中
略
）

五
八

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



去
建
長
八
年
、
回
禄
成
災
棟
宇
化
煙
、
是
則
鑑
衆
生
之
無
心
、
衰
仏
法
之

有
興
滅

。
仍
勧
進
郷
内
営
土
木
之
由
、
成
賜
政
所
下
文
先
畢
。
於
免
田

者
、
幸
當
一
庄
之
堺
内
、
適
有
六
町
之
古
跡
矣
。
為
継
上
代
之
御
願
、
争

無
中
興
之
裁
許
哉
、
仍
今
所
被
奉
免
也
。（
中
略
）

一
、
可
令
禁
断
当
寺
四
至
内
殺
生
事

右
故
老
相
伝
曰
、
千
手
観
音
菩
薩
、
毎
日
臨
光
於
此
寺
云
々
。
観
音
影
向

之
波
底
、
争
置
漁
翁
之
密
網
。
賢
聖
降
臨
之
月
前
、
豈
浮
釣
者
之
篇
舟
哉
。

恵
薄
潜
鱗
、
害
及
昆
虫
、
甚
可
痛
哉
。
永
令
禁
制
矣
者
。
以
前
條
事
所
仰

如
件
、
庄
官
百
姓
等
宣
承
知
、
勿
違
失
、
故
下
。

正
嘉
二
年
十
月

日
（
後
略
）

史
料
Ｄ
に
よ
れ
ば
、
金
剛
福
寺
へ
の
奉
加
は
、
土
佐
知
行
国
主
で
あ
っ
た
藤
原

忠
通
が
旧
例
を
引
き
、
新
免
三
十
町
の
免
田
を
寄
進
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の

後
、
応
保
元
年
に
は
寺
田
は
六
町
に
減
少
す
る
が
、
そ
れ
は
、
田
堵
等
が
対

し
、

庇
護
者
で
あ
っ
た
郡
主
宗
我
部
氏
が
滅
亡
し
、
そ
の
沙
汰
が
止
ん
だ
た
め
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
金
剛
福
寺
は
、
衰
退
し
荒
廃
す
る
が
、
阿

梨
・

慶
全
は
、
建
長
五
年
の
春
に
金
剛
福
寺
の
三
重
塔
建
立
を
一
念
発
起
し
勧
進
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
中
の
建
長
八
年
に
不
慮
の
火
災
に
よ
り
金

剛
福
寺
は
全
焼
し
、
仏
閣
神
殿
は
す
べ
て
灰
と
な
り
、
仏
具
や
宝
器
も
煙
と
化
し

た
。
慶
全
は
、
金
剛
福
寺
の
再
建
の
為
に
、
荘
園
領
主
・
一
条
家
に
対
し
て
、
旧

例
に
任
せ
て
金
剛
福
寺
の
造
営
に
つ
い
て
新
た
に
援
助
を
請
い
、
隣
国
や
近
郷
へ

の
勧
進
活
動
を
呼
び
か
け
る
解
状
を
提
出
し
て
い
る
。
解
状
の
趣
旨
に
賛
同
し
た

前
摂
政
家
（
実
経
）
は
、
王
法
仏
法
相
依
論
を
展
開
し
、
仏
法
興
隆
の
た
め
慶
全

の
勧
進
に
応
じ
て
金
剛
福
寺
の
堂
社
殿
等
修
造
の
用
途
を
負
担
す
る
よ
う
命
じ
る

政
所
下
文
を
発
給
し
て
い
る
。
史
料
Ｅ
の
仰
下
二
箇
条
の
一
箇
条
で
は
、
金
剛
福

寺
の
供
田
と
し
て
幡
多
荘
内
に
六
町
の
寺
領
を
寄
進
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
建
長
八
年
の
回
禄
で
金
剛
福
寺
が
灰
燼
に
帰
し
た
こ
と
は
、

衆
生
の
不
信
心
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
法
の
衰
え
の
有
様
を
示
し
て
お
り
、
仏

寺
造
営
の
勧
進
を
行
い
、
上
代
よ
り
の
仏
法
興
隆
の
願
い
を
継
ぎ
仏
法
の
中
興
を

は
か
る
た
め
に
、
旧
例
に
任
せ
て
、
金
剛
福
寺
に
対
し
、
荘
内
に
六
町
の
寺
領
を

奉
免
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
一
箇
条
で
は
、
金
剛
福
寺
は
、
千
手
観
音

菩
薩
の
聖
地
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
釣
り
や
網
に
よ
る
漁
の
禁
止
や
昆
虫
に
い

た
る
ま
で
寺
域
内
の
殺
生
禁
断
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
前
摂
政
家
政
所
下
文
に
は
、

政
所
別
当
と
し
て
源
則
長
が
署
判
を
加
え
て
い
る
。
慶
全
等
の
勧
進
活
動
は
、
正

嘉
元
年
四
月
と
同
二
年
十
月
の
前
摂
政
家
政
所
下
文
に
よ
っ
て
、
荘
園
領
主
・
一

条
家
の
奉
加
に
よ
る
六
町
の
供
田
の
寄
進
を
引
き
出
し
、
金
剛
福
寺
が
中
世
寺
院

と
し
て
発
展
す
る
基
礎
を
築
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
勧
進
上
人

で
あ
る
阿

梨
慶
全
は
、
密
教
の
修
行
が
一
定
の
階
梯
に
達
し
伝
法
潅
頂
を
受
け

た
僧
侶
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
全
ら
は
建
長
五
年
三
月
よ
り
三
重
塔
造
営

の
勧
進
を
行
い
、
そ
の
後
は
焼
失
し
た
堂
舎
の
復
興
の
た
め
、
幡
多
荘
を
中
心
に

国
内
や
隣
国
へ
も
勧
進
活
動
を
展
開
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
金
剛
福
寺
縁
起
に
よ

れ
ば
、「
康
元
元
年
（
建
長
八
年
）
八
月
二
十
七
日
回
禄
せ
し
む
、
造
営
早
成
、

文
永
四
年
供
養
を
と
げ
ら
る
、
其
間
十
一
年
、
本
尊
の
御
身
に
円
明
寺
殿
（
実

経
）
御
名
字
を
篭
ら
る
」
と
あ
り
、
一
条
家
の
奉
賀
に
よ
り
文
永
四
年
（
一
二
六

七
）
に
は
、
金
剛
福
寺
の
第
１
期
の
修
造
が
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
阿

梨
慶
全
と
中
興
の
祖
・
南
仏
上
人
に
つ
い
て

五
九

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
三
十
七
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）



次
に
第
１
期
の
勧
進
活
動
を
展
開
し
た
勧
進
上
人
・
阿

梨
慶
全
と
金
剛
福
寺

中
興
の
祖
と
さ
れ
る
金
剛
福
寺
院
主
・
南
仏
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
次
の

史
料
は
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
前
摂
政
家
（
実
経
）
政
所
下
文
で
あ
る
。

【
史
料
Ｆ
】

前
摂
政
家
政
所
下

土
佐
国
幡
多
本
郷
沙
汰
人
百
姓
等
、

可
早
任
金
剛
福
寺
院
主
南
仏
申
請
、
如
元
免
除
当
寺

香
山
寺
供
田
畠
拾

壱
町
肆
段
弐
拾
代
事
、

金
剛
福
寺
六
町

加
畠
一
丁
定

╱
以
南
村
伊
布
里
名
一
丁
╱
中
村
内
観
喜

丸
名
一
丁
╱
同
村
内
曾
禰
村
燈
油
畠
一
丁
╱
具
同
村
布
賀
木
名
参
丁
在
堺

香
山
寺
五
町
肆
段
弐
拾
代

加
畠
一
丁
定

中
村
内
小
塚
大
坪
一
丁
╱
具
同

村
内
早
代
長
田
一
丁
╱
同
村
内
中
津
町
一
丁
／
同
村
内
上
津
町
一
丁
╱
同
村

内
芋
生
灯
油
田
一
丁
╱

同
村
内
高
針
木
三
反
╱
同
村
内
境
尻
一
段
二
十
代

右
、
彼
南
仏
解
状

、
件
田
畠
者
御
奉
免
年
尚
、
雖
無
当
時
之
違
乱
、
為
備

向
後
之
亀
鏡
、
任
正
嘉
例
為
別
納
地
、
可
停
止
庄
家
妨

万
雑
公
事
之
由
、

被
成
下
御
下
文
、
弥
致
御
祈
禱
之
忠
、
専
欲
励
修
造
之
功
云
々
者
、
早
依
請

停
止
万
雑
公
事
、

沙
汰
人
及
甲
乙
人
等
之
妨
、
永
可
令
免
除
之
状
、
所
仰

如
件
、
沙
汰
人
百
姓
等
宜
承
知
、
勿
違
失
故
下
、

弘
安
四
年
五
月

日

案
主
掃
部
允
中
原

別
当
勘
解
由
次
官
藤
原
朝
臣

大
従
前
日
向
守
安
部
朝
臣

源
則
長
）

前
土
佐
守
源
朝
臣

源
則
任
）

前
丹
波
守
源
朝
臣

史
料
Ｆ
は
、
南
仏
の
解
状
を
承
認
し
、
正
嘉
の
例
に
任
せ
て
、
金
剛
福
寺
の
寺

領
六
町
、
香
山
寺
の
寺
領
五
町
七
反
二
十
代
を
別
納
地
と
し
、
供
田
畠
の
万
雑
公

事
の
免
除
、
お
よ
び
甲
乙
人
・
沙
汰
人
等
の
妨
げ
を
禁
ず
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

一
条
家
政
所
別
当
の
源
則
長
、
源
則
任
が
署
判
し
て
い
る
。
政
所
下
文
の
発
給
さ

れ
た
弘
安
四
年
は
、
第
１
期
の
修
造
が
完
了
し
た
文
永
四
年
よ
り
十
四
年
を
経
過

し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
、
実
経
は
、
土
佐
の
知
行
国
主
で
あ
り
、
源
則
長
は
、

前
土
佐
守
・
一
条
家
政
所
別
当
と
し
て
、
土
佐
国
の
国
務
と
幡
多
荘
の
荘
務
を
掌

握
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
南
仏
の
院
主
職
補
任
は
、
金
剛
福
寺
修
造
の

功
に
よ
り
荘
園
領
主
・
一
条
実
経
の
信
頼
を
得
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
南
仏
は
金
剛
福
寺
院
主
引
退
後
、
香
山
寺
に
隠
居
し
た
と
さ
れ
る
が
、
南

仏
の
申
請
に
よ
る
金
剛
福
寺
と
香
山
寺
の
寺
領
へ
の
不
輸
（
万
雑
公
事
の
免
除
）

不
入
（
沙
汰
人
・
甲
乙
人
の
妨
げ
の
停
止
）
の
承
認
は
、
一
条
家
と
金
剛
福
寺
の

緊
密
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
南
仏
の
呼
称
は
、
建
武
二
年
の
新
免

次
第
（
金
剛
福
寺
文
書
）
に
「
南
仏
房
領
作
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
房
名
（
僧

侶
の
住
居
す
な
わ
ち
房
の
名
称
）
か
ら
転
じ
た
僧
侶
の
通
称
で
あ
り
、
正
式
の
諱

は
別
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
政

所
下
文
に
見
え
る
阿

梨
慶
全
と
院
主
・
南
仏
は
、
一
見
別
人
の
よ
う
だ
が
、
１

期
の
勧
進
上
人
と
し
て
の
両
者
の
勧
進
活
動
の
時
期
は
連
続
し
て
お
り
、
時
期
や

活
動
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
南
仏
房
の
諱

（
実
名
）
は
慶
全
で
あ
り
、
南
仏
房
慶
全
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
慶
全
は
金
剛
福
寺

中
興
の
祖
・
南
仏
上
人
そ
の
人
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
以
後
の
金
剛
福
寺

歴
代
院
主
の
通
字
が
「
慶
」
で
あ
る
こ
と
も
、
南
仏
房
慶
全
と
推
定
す
る
根
拠
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
〇

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



４
、
南
仏
の
置
文
と
金
剛
福
寺
院
主
職
の
継
承

南
仏
（
慶
全
）
上
人
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
金
剛
福
寺
は
、
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
た
の
か
、
南
仏
の
置
文
と
院
主
職
の
継
承
に
つ
い
て
次
の
史
料
に
よ
り
見
て

い
き
た
い
。

【
史
料
Ｇ
】

家
経
）

前
摂
政
家
政
所
下

土
佐
国
幡
多
庄
沙
汰
人
百
姓
等

可
早
任
先
師
南
佛
譲
、
以
弟
子
快
慶
、
為
蹉
陀
御
崎
金
剛
福
寺
院
主
職
事

右
以
人
為
彼
職
、
依
先
例
、
任
政
所
御
下
文
、
執
行
寺
務
、
致
御
祈
禱
之
忠
、

可
励
修
造
之
功
者
也
。
兼
又
寺
僧
中
、
違
背
寺
務
之
仁
云
、
勤
行
寺
用
無
故

致
不
法
懈
怠
者
、
任
南
佛
之
置
文
、
擯
出
其
身
、
加
付
領
作
田
畠
於
修
理
田
、

至
其
跡
之
勤
者
、
可
為
院
主
之
計
也
。
加
之
、
寺
僧
等
領
知
之
供
田
、
一
期

之
後
無
法
器
之
仁
者
、
同
可
加
寺
用
田
、
但
先
申
子
細
、
於
政
所
可
仰
上
裁

矣
。（
中
略
）

弘
安
十
一
年
二
月

日

案
主
掃
部
允

（
後
略
）

史
料
Ｇ
は
、
南
仏
の
弟
子
・
快
慶
に
金
剛
福
寺
院
主
職
の
譲
渡
を
承
認
し
た
前

摂
政
家
（
家
経
）
政
所
下
文
で
あ
る
。
南
仏
の
置
文
に
ま
か
せ
て
、
公
私
の
祈
禱

に
励
む
こ
と
、
堂
舎
の
修
造
を
怠
ら
ぬ
こ
と
、
寺
僧
の
中
で
、
置
文
に
従
わ
ぬ
も

の
は
追
放
す
る
と
し
て
い
る
。
寺
僧
等
が
領
知
の
供
田
に
つ
い
て
は
、
寺
領
の
私

物
化
を
禁
じ
、
一
条
家
政
所
の
指
示
を
仰
ぎ
院
主
の
決
定
に
従
う
よ
う
命
じ
て
い

る
。
南
仏
の
置
文
の
内
容
は
、
金
剛
福
寺
僧
侶
の
統
制
と
寺
院
の
修
造
や
供
田
の

管
理
・
継
承
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
一
条
家
は

供
田
を
寄
進
し
金
剛
福
寺
を
外
護
す
る
一
方
、
政
所
下
文
で
院
主
職
補
任
を
承
認

し
、
祈
禱
寺
と
し
て
の
金
剛
福
寺
を
掌
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

５
、

正
応
の
回
禄
と
寺
領
の
拡
大

つ
ぎ
の
史
料
は
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
五
月
に
二
代
・
一
条
家
経
が
正
応

二
年
二
月
の
２
回
目
の
金
剛
福
寺
の
回
禄
後
、
金
剛
福
寺
に
寺
領
供
田
を
免
除
し

た
政
所
下
文
で
あ
る
。

【
史
料
Ｈ
】

家
経
）

前
摂
政
家
政
所
下

土
佐
國
幡
多
庄
沙
汰
人
百
姓
等

可
早
任
先
例
免
除
蹉
陀
御
崎
金
剛
福
寺
供
田
畠
拾
町
伍
段
事

中
村
内
観
喜
丸
名
╱
同
村
内
曽
禰
村
灯
油
畠
壱
町
╱
以
南
村
三
崎
村
伍

段
╱
同
村
内
伊
布
利
名

在
四
至
╱
具
同
村
内
布
賀
木
名
参
町

同
╱

平
田
村
内
九
樹
村
参
町

同
╱
大
方
郷
内
浦
國
名
田
口
壱
町

右
件
田
畠
者
、
御
奉
免
年
尚
、
而
去
二
月
八
日
當
寺
回
禄
之
時
、
代
々
政
所

御
下
文
等
令
焼
失
云
々
。
雖
無
當
時
之
違
乱
、
為
備
向
後
之
亀
鏡
、
重
所
申

請
政
所
御
下
文
也
。
仍
為
別
納
不
輸
之
地
、
且
停
止
雑
掌
及
甲
乙
人
等
検
断

以
下
之
妨
、
且
免
除
御
年
貢

万
雑
公
事
、
弥
致
御
祈
禱
忠
、
専
可
励
造
営

之
功
也
。（
中
略
）

正
応
二
年
五
月

日

案
主
掃
部
允
中
原

（
後
略
）

史
料
Ｈ
に
よ
る
と
、
正
応
二
年
二
月
八
日
に
金
剛
福
寺
が
再
び
回
禄
し
、
正
嘉

の
前
摂
政
家
政
所
下
文
を
始
め
と
す
る
、
重
要
な
券
契
が
焼
失
し
た
た
め
、
向
後

の
亀
鏡
と
す
る
た
め
、
紛
失
状
発
給
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
引

き
続
き
、
不
輸
の
地
と
し
て
金
剛
福
寺
の
供
田
畠
十
町
五
段
の
年
貢
お
よ
び
万
雑

公
事
の
免
除
を
承
認
し
、
祈
禱
の
忠
を
尽
く
し
、
焼
失
し
た
寺
院
の
造
営
に
励
む
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よ
う
督
励
し
て
い
る
。
ま
た
、
雑
掌
お
よ
び
甲
乙
人
等
の
検
断
以
下
の
妨
げ
を
禁

じ
て
い
る
。
２
度
目
の
回
禄
の
結
果
、
院
主
快
慶
の
も
と
で
、
焼
亡
し
た
堂
舎
の

修
造
の
た
め
勧
進
活
動
が
展
開
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
Ｆ
と
史
料
Ｈ

の
金
剛
福
寺
供
田
畠
を
比
較
す
る
と
、
四
町
五
段
余
り
の
寺
領
の
増
加
が
見
ら
れ
、

寺
領
の
範
囲
が
四
万
十
川
下
流
域
お
よ
び
大
方
郷
浦
国
名
田
ノ
口
等
ま
で
広
汎
に

分
布
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。（
図
２
参
照
）

６
、
異
国
降
伏
の
祈
禱
と
寺
社
興
行

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
十
月
の
文
永
の
役
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の

弘
安
の
役
に
よ
る
元
・
高
麗
の
来
襲
に
際
し
て
、
鎌
倉
幕
府
、
朝
廷
は
、
諸
国
の

一
宮
を
始
め
、
主
要
な
寺
社
に
対
し
、
異
国
降
伏
の
祈
禱
を
命
じ
て
い
る
。
三
度

目
の
元
・
高
麗
の
来
襲
も
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
諸
国
の
寺
社
に
対
し
て

も
引
き
続
い
て
、
神
仏
へ
の
異
国
降
伏
の
祈
禱
が
命
ぜ
ら
れ
、
正
応
四
年
二
月
に

は
、
幕
府
は
、
諸
国
一
宮
、
国
分
寺
、
主
要
寺
社
に
異
国
降
伏
を
祈
ら
せ
て
い
る
。

【
史
料
Ｉ
】

政
所
下

幡
多
庄
蹉
■
御
崎
住
侶
等
仰
下
條
々

一
御
祈
禱
事

右
異
国
事
粗
有
其
聞
、
□
仍
任
先
年
被
仰
下
之
旨
致
□
忠
、
且
恒
例
長
日

勤
行
弥
不
可
有
退
転
之
上
、
當
御
領
豊
穣
□
由
、
自
明
年
正
月
一
日
昼
夜

不
退
別
殊
可
抽
丹
誠
矣

一
當
寺
造
営
事

（
中
略
）

以
前
條
々
所
仰
如
件
、
住
侶
等
宜
承
知
、
敢
勿
違
失
、
故
下
。

案
主
左
衛
門
尉
中
原

正
応
五
年
十
二
月

日

大
従
前
能
登
守
安
部
朝
臣
（
花
押
）

則
任
）

別
当
丹
波
守
源
朝
臣
（
花
押
）

史
料
Ｉ
に
よ
る
と
、
正
応
五
年
十
二
月
、
一
条
家
（
内
実
）
政
所
下
文
を
金
剛

福
寺
に
下
し
て
、「
右
異
国
事
粗
有
其
聞
」
と
し
て
、
住
侶
等
に
異
国
降
伏
の
祈

禱
を
命
じ
て
い
る
。「
任
先
年
被
仰
下
之
旨
」
と
あ
る
の
で
、
前
年
の
正
応
四
年

に
も
異
国
降
伏
の
祈
禱
の
指
示
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
金
剛

福
寺
は
、
荘
園
領
主
一
条
家
の
公
私
の
祈
禱
の
要
請
に
応
え
、
異
国
降
伏
、
荘
園

支
配
の
安
寧
や
五
穀
豊
穣
等
の
祈
禱
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
寺
社
の
興
行
が

な
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

７
、
一
条
家
の
奉
賀
官
米
と
勧
進
活
動
の
体
制
化

金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
に
対
す
る
一
条
家
の
奉
加
に
つ
い
て
、
次
の
史
料
よ
り

考
え
た
い
。（
図
１
参
照
）

【
史
料
Ｊ
】

内
実
）

左
大
将
家
政
所
下

土
佐
國
幡
多
庄
官
百
姓
等

可
早
任
文
永
例
、
守
支
配
旨
、
致
沙
汰
蹉

御
崎
金
剛
福
寺
、
供
養
御
奉
加

官
米

拾

本
斗

事

①
具
同
村
拾

②
敷
地
村
拾

╱
③
中
村
拾

④
平
田
村

╱
⑤
山
田
村

⑥
宿
毛
村

╱
⑦
大
方
郷

⑧
以
南
村
陸

╱
⑨
磯
河
名
壱

弐
斗

江
村
弐

参
斗
╱

仁
井
田
山
参

伍
斗

右
件
御
奉
加
官
米
、
為
臨
時
徴
下
任
先
例
、
今
年
中
如
員
数
無
懈
怠
、
可
沙

汰
渡
于
院
主
快
慶
之
状
、
所
仰
如
件
、
庄
官
百
姓
等
宜
承
知
、
勿
違
失
、
故

六
二

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



下
。

正
安
二
年
十
一
月

日

案
主
左
衛
門
尉
中
原

令
前
能
登
守
安
部
朝
臣

知
家
事
木
工
助
安
部

別
当
散
位
源
朝
臣

民
部
大
輔
藤
原
朝
臣

【
史
料
Ｋ
】

源
清
兼
）

袖
判
）

蹉

御
崎
金
剛
福
寺
供
養
御
奉
賀
官
米
七
十
石
内
、
本
斗
敷
地
村
分
拾
石
、

任
政
所
御
下
文
之
旨
、
守
先
規
為
臨
時
徴
下
、
今
年
中
如
員
数
無
懈
怠
、
沙

汰
渡
院
主
快
慶
可
令
取
進
請
取
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
乃
執
達
如
件

正
安
二
年
十
一
月
十
五
日

右
兵
衛
尉
助
材

奉

敷
地
村
沙
汰
人
等
中

史
料
Ｊ
は
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）、
幡
多
荘
内
の
村
々
に
、
奉
加
官
米
七
十

石
を
臨
時
に
徴
収
し
、
金
剛
福
寺
院
主
快
慶
に
、
今
年
中
に
渡
す
よ
う
に
命
じ
た

一
条
内
実
の
政
所
下
文
で
あ
る
。
一
条
家
の
奉
加
官
米
は
、
幡
多
荘
内
の
村
々
に

割
り
当
て
、
金
剛
福
寺
に
納
入
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
文
永
の
例
に
ま
か
せ
て
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
勧
進
活
動
は
、
南
仏
の

文
永
年
間
の
第
１
期
修
造
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

史
料
Ｋ
は
、
史
料
Ｊ
②
の
敷
地
村
沙
汰
人
等
に
対
し
て
奉
行
・
源
清
兼
の
奉
書
を

右
兵
衛
尉
助
材
が
奉
り
伝
え
る
文
書
で
、
金
剛
福
寺
の
奉
加
官
米
七
十
石
の
内
、

敷
地
村
の
割
り
当
て
分
、
十
石
を
今
年
中
に
金
剛
福
寺
院
主
・
快
慶
に
間
違
い
な

く
渡
す
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
は
、
荘
園
領

主
・
一
条
家
の
荘
園
支
配
の
仕
組
み
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
勧
進
活
動
の
体
制
化

が
指
摘
で
き
る
。

第
二
章

観
音
信
仰
と
金
剛
福
寺
の
社
会
経
済
活
動
に
つ
い
て

勧
進
活
動
は
宗
教
的
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
勧
進
に
よ
る
寺
院
の
修
造
や
寺

領
の
経
営
は
、
す
ぐ
れ
て
社
会
経
済
的
な
活
動
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
金
剛
福

寺
は
、
一
条
家
よ
り
足
摺
半
島
一
円
の
外
に
、
四
万
十
川
下
流
域
に
、
多
く
の
寺

領
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
幡
多
荘
に
お
け
る
金
剛
福
寺
と
末
寺
の
社
会
経
済
活
動

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。（
図
２
参
照
）
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第
一
節

金
剛
福
寺
と
船
所
職
に
つ
い
て

１
、
本
郷
に
お
け
る
香
山
寺
の
役
割
に
つ
い
て

香
山
寺
は
四
万
十
川
と
中
筋
川
の
合
流
地
点
の
右
岸
具
重
と
坂
本
の
中
間
に
あ

り
、
山
頂
に
あ
る
寺
院
は
海
抜
二
二
一
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
中
筋
川
流
域
、
四
万
十

川
の
下
流
域
を
一
望
で
き
る
。
開
山
は
弘
法
大
師
と
伝
え
ら
れ
、
本
尊
は
十
一
面

観
音
、
昔
は
七
堂
伽
藍
の
あ
る
大
寺
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
当
寺
に
田
三
町
を
寄
進
し
た
十
月
十
八
日
付
法
橋
上

人
位
某
寄
進
状
（
金
剛
福
寺
文
書
）
に
は
次
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

【
史
料
Ｌ
】

寄
進

香
山
寺

在
土
佐
国
幡
多
御
荘
本
郷
内

領
田
参
町
事

（
中
略
）

右
、
当
寺
者
、
観
世
音
利
生
之
道
場
、
御
庄
中
無
双
之
霊
地
也
、（
中
略
）

為
当
庄
之
庄
務
、
且
奉
為
本
家
領
家
之
御
祈
禱
、
且
為
今
世
後
世
之
良
福
田
、

以
三
町
領
田
所
寄
進
一
寺
伽
藍
也
、（
中
略
）
三
箇
勤
行
者
、
所
謂
、
一
者

長
日
不
退
不
動
供
養
法
、
二
者
同
長
日
観
音
経
三
十
三
巻
読
誦
、
三
者
長
日

仁
王
講
経
是
也
、
捧
斯
三
種
之
勧
修
、
擬
彼
三
方
之
御
祈
、
上
奉
祈
天
長
地

久
之
御
願
、
中
廻
向
本
家
領
家
之
御
祈
請
、
下
資
庄
務
預
所
並
御
庄
安
穏
五

穀
成
熟
之
祈
禱
、
寄
進
之
趣
意
如
斯
、（
後
略
）

嘉
禎
三
年

歳
次
丁
酉

十
月
十
八
日

法
橋
上
人
位

花
押

史
料
Ｌ
よ
り
香
山
寺
は
、
観
音
の
霊
場
で
あ
り
、
従
来
よ
り
、
幡
多
荘
に
お
け

る
荘
園
支
配
の
安
寧
、
五
穀
豊
穣
等
を
祈
禱
す
る
本
家
・
領
家
の
祈
願
所
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
中
世
に
お
い
て
は
神
仏
に
祈
雨
や

除
災
招
福
、
五
穀
豊
穣
の
祈
禱
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
寺
院
の
は
た
す
べ
き
重
要

な
役
割
で
あ
っ
た
。
金
剛
福
寺
中
興
の
祖
・
南
仏
は
、
香
山
寺
に
隠
居
し
た
と
さ

れ
る
が
、
高
徳
の
僧
侶
と
し
て
知
ら
れ
、
降
雨
の
祈
禱
に
優
れ
て
い
た
と
の
伝
説

が
伝
え
ら
れ
て
い
る13

）

。
香
山
寺
山
麓
の
坂
本
に
は
後
代
、
南
仏
堂
が
建
立
さ
れ
、

南
仏
の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た14

）

。
香
山
寺
は
本
郷
に
お
け
る
金
剛
福
寺
の
寺
領

支
配
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
四
万
十
川
と
中
筋
川
が
合
流

す
る
河
川
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
社
会
経
済
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
幡
多
荘
の
船
所
に
つ
い
て

荘
園
領
主
の
下
へ
の
年
貢
輸
送
は
荘
園
経
営
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
金
剛

福
寺
の
社
会
経
済
活
動
と
幡
多
荘
の
年
貢
京
上
に
つ
い
て
、
船
所
職
補
任
状
（
金

剛
福
寺
文
書
）
に
よ
り
考
え
て
み
た
い
。

【
史
料
Ｍ
】

下

幡
多
本
郷

定
補
船
所
職

付
横
浜

事

僧
慶
心

右
於
件
職
者
、
慶
心
重
代
相
傳
、
于
今
無
違
乱
云
々
、
而
給
主
得
替
刻
、
或

有
限
得
分
令
減
少
之
、
或
就
所
職
妨
之
、
雖
然
於
所
職
者
當
知
行
之
上
者
勿

論
、
得
分
事
、
任
先
例
可
被
別
宛
于
十
三
分
之
状
如
件
、
庄
家
宜
承
知
勿
違

失
、
故
以
下

文
永
十
二
年
三
月

日

公
文
藤
原
（
花
押
）

沙
彌
（
花
押
）

六
四

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



史
料
Ｍ
は
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
一
条
家
の
家
政
機
関
（
預
所
カ
）
が
幡

多
荘
・
本
郷
に
通
達
し
た
下
文
で
あ
る
。
僧
・
慶
心
に
「
船
所
職
」
を
「
重
代
相

伝
し
今
に
違
乱
無
し
」
と
し
て
安
堵
し
て
い
る
。「
し
か
る
に
給
主
得
替
の
刻
、

或
は
有
限
の
得
分
、
こ
れ
を
減
少
せ
し
め
、
或
は
、
所
職
に
つ
い
て
之
を
妨
ぐ
」

と
あ
る
の
で
、
給
主＝

預
所
の
得
替
に
伴
っ
て
所
職
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
際
に
、

船
所
職
の
得
分
が
減
少
し
、
所
職
に
つ
い
て
問
題
あ
り
と
し
て
改
替
さ
れ
よ
う
と

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
当
知
行
」＝

相
伝
の
原
理
が
優
位
を
占
め
、

「
船
所
職
」
の
得
分
と
し
て
、「
先
例
に
任
せ
て
輸
送
す
る
財
貨
の
三
割
」
を
運
賃

と
し
て
支
払
う
こ
と
を
承
認
し
、
幡
多
荘
の
荘
官
等
に
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
が
金
剛
福
寺
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慶
心
は
金
剛
福
寺
の
末
寺

で
あ
る
本
郷
の
香
山
寺
、
あ
る
い
は
観
音
寺
の
僧
侶
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

僧
・
慶
心
は
、
文
永
十
二
年
以
前
よ
り
重
代
に
わ
た
り
船
所
職
と
し
て
年
貢
の
輸

送
を
請
け
負
い
、
収
取
さ
れ
た
年
貢
米
を
管
理
し
、
梶
取
や
水
主
を
使
役
し
、
直

属
の
船
を
持
っ
て
年
貢
の
輸
送
に
あ
た
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
中
世
船
所
の
役
割
に
つ
い
て

船
所
は
、
元
来
、
国
家
貢
納
物
の
京
上
や
河
川
の
渡
船
、
国
司
等
の
移
動
の
た

め
国
衙
が
設
け
た
機
関
で
、
管
国
内
の
船
舶
、
水
主
の
徴
発
権
を
有
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る15

）

。
中
世
荘
園
に
見
ら
れ
る
船
所
は
国
衙
の
船
所
に
準
じ
て
、
荘
園
の

年
貢
京
上
の
た
め
独
自
に
輸
送
業
務
を
お
こ
な
う
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
荘
園
単
位
で
船
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
例
と
し
て
、
土
佐
国
幡

多
荘
以
外
に
、
淡
路
国
の
石
清
水
八
幡
領
鳥
飼
荘
、
讃
岐
国
興
福
寺
領
神
崎
荘
の

船
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る16

）

。
淡
路
国
の
石
清
水
八
幡
領
鳥
飼
荘
の
船
所
に
つ

い
て
は
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
文
書
に
「
船
所
の
沙
汰
は
、
領
家
管
領
、

預
所
の
沙
汰
な
り
」
と
あ
り
、
荘
園
領
主
で
あ
る
石
清
水
八
幡
宮
が
船
所
を
管
轄

し
、
預
所
が
船
所
の
職
務
を
宛
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る17

）

。
讃
岐
国
興
福
寺
領

神
崎
荘
に
お
い
て
は
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
の
文
書
に
、
船
所
が
田
所
、
公

文
と
並
ん
で
、
荘
官
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た18

）

こ
と
が
わ
か
る
。
鳥
飼
荘
や

神
崎
荘
の
事
例
か
ら
判
断
す
る
と
、
船
所
は
預
所
の
沙
汰
に
よ
り
、
年
貢
を
輸
送

す
る
荘
官
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

金
剛
福
寺
は
、
四
万
十
川
下
流
域
の
水
運
を
掌
握
し
、
年
貢
京
上
を
請
け
負
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
四
万
十
川
、
中
筋
川
、
後
川
等
の
河
川
交
通
や
河
川
の
渡
し
等

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

４
、
横
浜
の
位
置
に
つ
い
て

次
に
鎌
倉
期
に
お
け
る
幡
多
荘
の
海
上
輸
送
の
起
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

史
料
Ｍ
に
は
「
付
横
浜
事
」
の
脇
書
き
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
脇
書
き
は
、
船
所
の

職
分
と
し
て
、
慶
心
に
四
万
十
川
下
流
域
の
横
浜
の
支
配
を
承
認
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
横
浜
は
海
岸
部
で
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
名
称
で
あ
る

が
、
江
戸
期
幕
末
頃
の
古
地
図19

）

の
、
四
万
十
川
左
岸
河
口
付
近
の
下
田
浦
の
青
砂

島
付
近
に
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
の
地
名
が
あ
り
、
こ
の
地
点
が
船
所
職
補
任
状
に
掲
載

さ
れ
た
横
浜
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
下
田
は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か

け
て
、
土
佐
国
西
部
屈
指
の
浦
で
あ
り
、
近
世
に
は
中
村
の
外
港
と
し
て
栄
え
る

が
、
す
で
に
鎌
倉
期
よ
り
船
所
の
所
管
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
図
２
参
照
）
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５
、
中
筋
川
水
運
と
幡
多
荘
船
所
に
つ
い
て

四
万
十
川
支
流
の
中
筋
川
は
、
四
万
十
川
の
治
水
工
事
以
前
に
は
、
四
万
十
市

坂
本
付
近
で
合
流
し
て
り
、
流
域
沿
い
に
東
西
に
延
び
る
中
筋
平
野
は
、
傾
斜
が

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
高
低
差
が
認
め
ら
れ
な
い20

）

。
中
世
に
お
い
て
は
、
中
筋
川
流

域
に
は
、
船
戸
と
よ
ば
れ
る
川
港
が
諸
々
に
設
け
ら
れ
、
河
川
に
よ
る
水
運
が
盛

ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る21

）

。
鎌
倉
期
の
幡
多
荘
に
お
け
る
、
中
筋
川
流
域
の
社

会
経
済
的
な
重
要
性
に
つ
い
て
、
史
料
Ｊ
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
政
所
下
文
は
、

金
剛
福
寺
へ
の
奉
加
官
米
七
十
石
を
幡
多
荘
の
十
一
の
村
々
に
割
り
当
て
て
お
り
、

①
か
ら

は
、
割
り
当
て
を
命
ぜ
ら
れ
た
村
々
で
あ
る
。（
番
号
は
筆
者
に
よ
る
、

図
１
参
照
）
こ
れ
ら
の
奉
加
官
米
の
石
高
が
、
各
村
の
生
産
高
に
応
じ
て
徴
収
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
す
る
と
、
そ
の
内
の
①
具
同
村
④
平
田
村
、
⑤
山
田
村
、

⑥
宿
毛
村

江
村
、
⑨
磯
河
名
等
の
中
筋
川
流
域
お
よ
び
隣
接
の
村
々
が
全
体
の

七
十
石
の
内
、
三
十
四
石
五
斗
の
約
５
割
弱
を
占
め
、
中
筋
川
流
域
が
幡
多
荘
の

穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
歴
史
的
に
見
て
も
中
筋
川
流
域
は
古
代
以

来
開
発
が
進
め
ら
れ
、
中
筋
川
上
流
の
平
田
は
、
県
内
に
お
い
て
最
古
の
五
世
紀

前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
古
墳
も
造
営
さ
れ
て
い
る22

）

。
中
筋
川
流
域
か
ら
の
年
貢

米
搬
出
に
お
い
て
、
中
筋
川
と
四
万
十
川
が
合
流
す
る
地
点
に
位
置
す
る
坂
本
は
、

水
上
交
通
の
結
節
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る23

）

。
建
武
二
年
の
心
慶
の
新
免
次
第

（
金
剛
福
寺
文
書
）
の
、
南
仏
房
領
作
分
早
代
長
田
一
町
の
脇
書
に
、「
但
五
段
ハ

坂
本
屋
敷
ニ
替
之
」
と
見
え
、
鎌
倉
期
末
頃
に
は
、
香
山
寺
山
麓
の
坂
本
に
屋
敷

地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
年
貢
の
集
積
と

輸
送
の
拠
点
で
あ
る
幡
多
荘
船
所
は
、
坂
本
周
辺
に
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。（
図
２
参
照
）

６
、
船
所
の
運
賃
と
航
海
安
全
の
祈
禱
に
つ
い
て

幡
多
荘
船
所
の
運
賃
は
三
割
に
定
量
化
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
期
に
国
衙
が
年

貢
等
を
輸
送
す
る
場
合
、
船
賃
お
よ
び
、
梶
取
・
水
主
の
食
料
お
よ
び
功
料
や
就

航
時
、
海
上
安
全
祈
願
の
た
め
の
船
祭
料
や
航
海
途
上
の
祈
禱
料
は
、
個
々
別
々

に
支
払
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
期
後
半
に
は
運
賃
は
一
括
業
者
に
支
払
わ

れ
、
運
賃
の
細
目
は
殆
ど
不
明
と
な
っ
て
き
て
い
る24

）

。
ま
た
、
運
賃
の
地
域
差
は
、

瀬
戸
内
で
は
京
ま
で
一
割
か
ら
三
割
が
多
く
、
北
九
州
で
は
四
割
前
後
が
普
通
で

あ
っ
た
。
水
上
運
賃
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
方
で
、
一
定
し
た
運
賃
が
慣
行
と
し

て
あ
り
、
慣
習
法
化
・
既
定
化
し
て
運
賃
の
基
準
化
が
図
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る25

）

。
幡
多
荘
か
ら
京
上
す
る
三
割
の
運
賃
は
、
北
九
州
と
比
較
し
て
距
離
的
に

ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
鎌
倉
期
の
海
上
輸

送
運
賃
の
内
訳
に
つ
い
て
、
紀
伊
国
南
部
荘
の
事
例
に
よ
り
、
比
較
検
討
し
た
い
。

正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
に
高
野
山
領
南
部
荘
か
ら
荘
園
領
主
で
あ
る
高
野
山
・

蓮
華
乗
院
に
送
上
さ
れ
た
年
貢
米
三
百
石
の
送
文26

）

で
は
、
南
部
荘
よ
り
紀
伊
湊
ま

で
の
年
貢
米
送
上
の
費
用
と
し
て
、
①
一
斗
、
御
船
祭
、
②
四
石
、
船
賃
、
③
三

石
九
斗
、
水
手
十
三
人
糧
料
一
人
別
三
斗
宛
、
合
計
八
石
が
、
雑
用
す
な
わ
ち
運

賃
と
し
て
三
百
石
の
年
貢
米
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
。
綿
貫
友
子
氏
は
、「
①

の
御
船
祭
に
つ
い
て
は
、
輸
送
に
際
し
て
航
行
の
安
全
祈
願
の
た
め
、
神
霊
を
船

や
そ
の
ひ
な
型
に
移
乗
さ
せ
、
遊
幸
さ
せ
る
神
事
で
あ
る
船
祭
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
②
の
船
賃
に
つ
い
て
は
、
船
が
賃
借
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
梶
取
の
指
揮

下
で
操
船
の
実
労
に
あ
た
る
水
手
に
粮
料
が
給
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。」

と
指
摘
し
て
い
る27

）

。
南
部
荘
の
事
例
よ
り
推
察
す
る
と
、
鎌
倉
後
期
に
は
、
運
賃

は
一
定
割
合
に
定
額
化
し
て
い
く
が
、
雑
用
（
運
賃
）
の
内
訳
か
ら
、
そ
の
内
容

六
六

中
世
金
剛
福
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の
勧
進
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幡
多
荘

（
東
近

伸
）



に
は
①
の
御
船
祭
料
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

７
、
船
祭
と
観
音
信
仰
に
つ
い
て

運
賃
の
内
訳
の
考
察
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幡
多
荘
船
所
の
運
賃
に
も
、
船
祭

料
が
含
ま
れ
、
船
出
に
際
し
て
は
航
海
安
全
の
祈
禱
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
り
わ
け
天
候
に
左
右
さ
れ
る
海
上
輸
送
は
、
遭
難
の
危
険
度
が
高
く
就

航
に
際
し
て
安
全
祈
願
の
船
祭
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
幡
多
荘
船
所

の
船
祭
の
祭
祀
を
考
え
る
と
、
中
筋
川
と
四
万
十
川
の
合
流
地
点
に
位
置
す
る
香

山
寺
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
。
海
難
に
際
し
、
神
仏
へ
の
祈
願
で
、
史
料
的
に
最

も
多
い
の
は
、
観
世
音
へ
の
祈
願
で
あ
り
、
観
音
経
の
読
誦
で
あ
る
と
さ
れ
る28

）

。

香
山
寺
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
ま
た
、
山
麓
の
坂
本
に
は
十
一
面

観
音
菩
薩
を
本
地
と
す
る
若
一
王
子
宮
が
祭
祀
さ
れ
て
い
る
。
年
貢
米
の
収
納
や

積
み
出
し
が
坂
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
幡
多
荘
の
年
貢
京
上
に

際
し
て
の
船
祭
の
祈
禱
は
、
香
山
寺
の
僧
侶
が
執
り
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
船
祭
は
、
先
述
の
と
お
り
「
航
行
の
安
全
祈
願
の
た
め
、

神
霊
を
船
や
そ
の
ひ
な
型
に
移
乗
さ
せ
、
遊
幸
さ
せ
る
神
事
」
で
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
平
成
十
八
年
、
香
山
寺
山
麓
の
坂
本
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
十
四
世
紀

〜
十
六
世
紀
の
香
山
寺
・
里
坊
と
推
定
さ
れ
る
寺
院
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
石

段
、
石
造
り
溝
、
基
壇
、
瓦
窯
跡
等
の
遺
構
や
陶
磁
器
等
と
共
に
、
中
世
の
船
形

木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
船
形
木
製
品
の
時
期
に
つ
い
て
は
十
五
世
紀
〜
十
六

世
紀
と
推
定
さ
れ
る
が
、
船
祭
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
推
察

さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る29

）

。

第
二
節

末
寺
観
音
寺
の
社
会
経
済
活
動
に
つ
い
て

観
音
寺
は
四
万
十
川
と
後
川
と
の
合
流
地
点
の
や
や
上
流
、
後
川
左
岸
に
あ
り
、

石
見
寺
山
（
海
抜
四
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
南
側
の
峰
に
あ
る
寺
院
で
、
十
一
面
観

音
を
本
尊
と
し
て
い
る
。

【
史
料
Ｎ
】

宛
行

本
郷
内
中
村
観
音
寺
事

大
輔
房
心
慶

右
以
人
今
年
中
者
當
寺
田
畠
事
、
可
被
致
其
沙
汰
也
。
且
於
請
折ママ
者
不
可
有

懈
怠
之
状
如
件
。

永
仁
六
年
三
月

日

平

【
史
料
Ｏ
】

袖
判

幡
多
庄
中
村
内
観
音
寺
事
、
先
年
一
同
沙
汰
之
時
、
被
収
公
之
雖
被
付
預

所
々
務
、
就
相
伝
子
細
被
歎
申
之
間
、
所
被
返
付
也
。
早
為
院
主
職
領
掌
之
、

有
限
之
公
事
所
當
任
先
例
不
可
懈
怠
、
且
又
可
被
抽
御
祈
禱
忠
之
由
、
右
馬

権
頭
殿
仰
所
候
也
、
仍
執
達
如
件
。

嘉
元
三
年
三
月
七
日

右
衛
門
尉
定
康

謹
上

大
輔
律
師
御
房

史
料
Ｎ
よ
り
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
本
郷
内
中
村
観
音
寺
の
田
畠
が
金
剛
福

寺
院
主
の
心
慶
に
宛
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
史
料
Ｏ
は
、

嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
に
実
施
さ
れ
た
幡
多
荘
全
域
に
わ
た
る
大
検
注
の
際
に
、

一
旦
は
収
公
さ
れ
た
観
音
寺
の
預
所
々
務
を
、
相
伝
の
仔
細
を
承
認
し
て
、
金
剛

福
寺
院
主
（
大
輔
房
心
慶
）
に
返
付
し
、
先
例
に
任
せ
て
年
貢
・
公
事
を
遅
れ
る
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こ
と
な
く
収
め
、
一
条
家
の
祈
禱
寺
と
し
て
の
役
割
を
怠
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に

と
の
右
馬
権
頭
殿
（
源
則
任
）
の
仰
せ
を
、
右
衛
門
尉
定
康
が
奉
っ
た
嘉
元
三
年

（
一
三
〇
五
）
三
月
七
日
付
の
袖
判
御
教
書
で
あ
る
。
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）

以
前
よ
り
、
金
剛
福
寺
院
主
は
観
音
寺
田
畠
の
預
所
々
務
を
宛
行
わ
れ
、
年
貢
の

収
取
を
請
負
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
金
剛
福
寺
院
主
に
宛
行
わ

れ
た
観
音
寺
の
預
所
々
務
の
内
容
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
無

年
号
文
書
は
、
金
剛
福
寺
院
主
・
心
慶
が
、
幡
多
荘
・
奉
行
人
に
進
上
し
た
観
音

寺
年
貢
の
請
文
の
案
文
と
推
定
さ
れ
る
。

【
史
料
Ｐ
】

去
三
月
晦
日
御
教
書
御
申
状
、
畏
以
下
預
候
畢
。
抑
観
音
寺
御
年
貢
間
事
元

者
、
嘉
元
御
検
注
以
後
、
刑
部
卿
殿
御
奉
行
之
御
時
、
當
寺
安
堵
仕
之
刻
、

別
納
参
拾
貫
文
御
年
貢
御
定
渡
候
之
後
、
壷
殿
・
宮
内
大
輔
殿
已
御
三
代
旬

御
定
候
天
、
春
拾
貫
文
、
夏
拾
貫
文
、
秋
拾
貫
文
、
無
懈
怠
令
究
済
候
之
処
、

今
更
罷
預
如
此
之
御
沙
汰
候
之
事
、
恐
歎
不
少
候
哉
。
但
於
去
年
分
者
伍
貫

文
未
進
候
者
、
先
年
連
々
洪
水
損
亡
之
上
、
殊
更
於
此
観
音
寺
者
、
水
損
超

過
余
村
、
無
其
隠
候
之
間
、
不
慮
之
外
遅
怠
仕
候
者
、

々
可
令
沙
汰
進
之

由
、
以
請
文
令
言
上
候
。
全
不
令
致
疎
略
候
。
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
。

恐
惶
謹
言
上

四
月
七
日

権
少
僧
都
心
慶

進
上

御
奉
行
所

史
料
Ｐ
に
よ
る
と
観
音
寺
は
、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
の
大
検
注
以
後
、
刑

部
卿
殿
（
源
則
任
）
が
奉
行
の
時
、
観
音
寺
村
一
帯
の
支
配
を
任
さ
れ
、
三
十
貫

文
で
年
貢
を
請
負
い
、
壷
殿
、
宮
内
大
輔
殿
（
源
清
兼
）
と
三
代
に
渡
り
、
春
、

夏
、
秋
に
そ
れ
ぞ
れ
十
貫
文
ず
つ
貢
納
す
る
契
約
で
、
滞
り
な
く
上
納
し
て
き
た

が
、
今
回
、
前
年
の
年
貢
五
貫
文
が
未
払
い
で
あ
っ
た
め
、
三
月
晦
日
に
奉
行
よ

り
の
叱
責
と
督
促
の
書
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
金
剛
福
寺
院
主
心
慶
は
、
昨
年

度
の
年
貢
五
貫
文
の
未
払
い
が
洪
水
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
観
音
寺
の
水
損
が
、

他
村
に
比
べ
超
過
し
て
い
る
と
し
て
、
年
貢
納
入
が
遅
れ
た
事
を
弁
明
し
、
早
々

に
沙
汰
す
る
と
の
奉
行
宛
の
請
文
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
で
も
明
ら
か
な
よ

う
に
金
剛
福
寺
は
末
寺
の
観
音
寺
を
介
し
て
観
音
寺
村
一
帯
の
年
貢
収
取
を
請
負

い
、
預
所
・
荘
官
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節

観
音
信
仰
と
末
寺
飯
積
寺
の
役
割
に
つ
い
て

１
、
飯
積
寺
十
一
面
観
音
像
胎
内
銘
に
つ
い
て

大
方
郷
の
海
抜
二
二
一
メ
ー
ト
ル
の
飯
積
山
頂
に
蓬
莱
山
南
覚
院
飯
積
寺
が
あ

る
。
眼
前
に
太
平
洋
を
臨
み
四
万
十
川
の
河
口
ま
で
を
眺
望
で
き
る
。
本
尊
は
優

美
な
十
一
面
観
音
像
の
等
身
仏
で
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

る
。
室
町
期
以
前
の
寺
の
記
録
が
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
近
年
ま
で
鎌
倉
期
の
飯

積
寺
に
つ
い
て
は
そ
の
歴
史
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

平
成
五
年
、

本
尊
の
修
復
が
お
こ
な
わ
れ
た
際
に
、
胎
内
よ
り
制
作
時
の
年
号
と
製
作
者
名
を

記
し
た
墨
書
銘
が
発
見
さ
れ
、
飯
積
寺
創
建
の
時
期
と
役
割
を
考
え
る
手
が
か
り

と
な
っ
た
。

【
史
料
Ｑ
】（
飯
積
寺
十
一
面
観
音
像
胎
内
銘30

）

）

観
世

梵
字
ア
）

大
願
主
檮
□
房

南
無
十
一
面

飯
積
寺

正
応
四
年
七
月
廿
日

敬
白

音
菩
薩

大
仏
師
法
橋
圓
海

六
八

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



史
料
Ｑ
に
よ
る
と
正
応
四
年
（
一
二
九
二
）
七
月
二
十
日
、
大
仏
師
法
橋
圓
海

に
よ
っ
て
飯
積
寺
本
尊
と
し
て
十
一
面
観
音
像
が
造
像
さ
れ
て
い
る
。
金
剛
福
寺

は
、
正
応
二
年
の
前
摂
政
家
政
所
下
文
（
史
料
Ｈ
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
方

郷
浦
国
名
田
ノ
口
に
一
町
の
供
田
を
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
飯
積
寺
の
正
確
な
創
建

の
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
尊
が
制
作
さ
れ
た
正
応
四
年
頃
以

前
に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
金
剛
福
寺

は
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
に
鎌
倉
期
二
度
目
の
回
禄
が
あ
り
、
飯
積
寺
の
十
一

面
観
音
像
が
制
作
さ
れ
た
の
は
２
期
目
の
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
造
営
中
の
時

期
で
あ
っ
た
。
正
応
四
年
は
、
金
剛
福
寺
に
異
国
降
伏
の
祈
禱
が
命
ぜ
ら
れ
て
い

た
年
で
も
あ
る
。
太
平
洋
を
望
ん
で
造
立
さ
れ
た
飯
積
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
像
は
、

海
上
安
全
と
と
も
に
、
異
国
降
伏
の
祈
願
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
飯
積
寺
に
十
一
面
観
音
の
等
身
像
を
造
像
し
た
大
仏
師
・
法
橋
圓
海
は
、

幡
多
荘
に
お
い
て
は
、
ほ
か
に
も
、
造
仏
の
記
録
を
残
し
て
お
り
、
金
剛
福
寺
の

修
造
に
あ
た
っ
た
仏
師
の
一
人
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る31

）

。
金
剛
福

寺
縁
起
に
よ
れ
ば
、
金
剛
福
寺
の
第
２
期
の
修
造
は
、
院
主
快
慶
の
時
、
内
実
の

奉
加
に
よ
り
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
十
一
月
十
五
日
に
至
っ
て
完
成
し
て
い

る
。

２
、
四
万
十
川
水
運
と
飯
積
寺
の
役
割
に
つ
い
て

幡
多
荘
か
ら
の
年
貢
京
上
の
船
は
四
万
十
川
を
下
り
、
河
口
の
横
浜
よ
り
沿
岸

に
沿
っ
て
海
上
輸
送
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
本
郷
の
香
山
寺
と

観
音
寺
は
い
ず
れ
も
四
万
十
川
下
流
域
を
一
望
に
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り
、
大
方

郷
の
飯
積
寺
境
内
か
ら
は
海
上
と
四
万
十
川
を
航
行
す
る
船
を
監
視
で
き
る
。
金

剛
福
寺
は
、
こ
の
よ
う
な
香
山
寺
、
観
音
寺
、
飯
積
寺
の
三
寺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
四
万
十
川
下
流
域
の
水
運
を
掌
握
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
飯

積
寺
は
大
方
郷
に
お
け
る
金
剛
福
寺
の
寺
領
支
配
の
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

四
万
十
川
下
流
域
と
沿
岸
部
と
の
船
舶
の
航
行
を
監
視
す
る
役
割
を
果
た
し
、
海

上
安
全
の
祈
禱
や
船
所
の
年
貢
輸
送
等
、
金
剛
福
寺
の
社
会
経
済
活
動
の
一
端
を

担
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
は
、
中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘
に
お
け
る
金
剛
福

寺
お
よ
び
末
寺
の
社
会
経
済
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
鎌
倉
期
の
一
条
家

当
主
は
、
実
経
｜
家
経
｜
内
実
｜
内
経
｜
経
通
と
五
代
に
わ
た
り
、
一
条
実
経
の

時
代
に
は
、
土
佐
知
行
国
主
と
し
て
土
佐
国
と
幡
多
荘
を
支
配
し
、
一
条
家
政
所

別
当
の
源
則
長
が
奉
行
人
と
し
て
幡
多
荘
の
荘
務
を
担
当
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
そ
の
後
も
源
則
任
、
源
清
兼
等
の
醍
醐
源
氏
の
一
族
が
奉
行
人
と
し
て
政
所

下
文
や
袖
判
御
教
書
等
（
金
剛
福
寺
文
書
）
を
発
給
し
、
一
条
家
の
幡
多
荘
支
配

が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
に
は
、
幡
多
荘
の

大
検
注
が
実
施
さ
れ
、
荘
園
支
配
の
再
編
が
行
わ
れ
て
い
る
。

足
摺
半
島
に
位
置
す
る
金
剛
福
寺
は
、
観
音
信
仰
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
、
鎌

倉
期
三
度
の
回
禄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
興
の
祖
・
南
仏
（
慶
全
）
ら
勧
進
上
人

に
よ
る
勧
進
活
動
と
荘
園
領
主
一
条
家
の
奉
加
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
中
世
寺
院
と

し
て
発
展
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。
金
剛
福
寺
の
院
主
職
は
、
一
条
家
政
所
下
文

に
よ
り
承
認
さ
れ
、
南
仏
（
慶
全
）
｜
快
慶
｜
心
慶
と
継
承
さ
れ
た
。
金
剛
福
寺
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の
勧
進
活
動
は
、
一
条
家
政
所
下
文
に
よ
っ
て
奉
加
官
米
が
幡
多
荘
の
村
々
に
割

り
当
て
ら
れ
、
沙
汰
人
が
徴
収
し
金
剛
福
寺
に
納
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
は
一
条
家
の
支
配
機
構
に
依
存
し
て
お
り
、
勧
進
活
動
の

体
制
化
が
指
摘
で
き
る
。
金
剛
福
寺
は
一
条
家
の
祈
禱
寺
と
し
て
、
御
荘
安
穏
、

五
穀
豊
穣
、
異
国
降
伏
等
の
公
私
の
祈
禱
を
行
い
、
一
条
家
の
荘
園
支
配
を
宗
教

的
に
支
え
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
公
私
の
祈
禱
や
修
造
の
た

め
、
一
条
家
よ
り
多
く
の
供
田
を
寄
進
さ
れ
、
寺
領
内
は
万
雑
公
事
免
除
、
殺
生

禁
断
、
荘
官
・
雑
掌
・
甲
乙
人
不
入
の
地
と
さ
れ
た
。
金
剛
福
寺
の
寺
領
は
、
足

摺
半
島
以
外
に
、
幡
多
荘
本
郷
の
四
万
十
川
下
流
域
や
大
方
郷
に
及
ん
で
い
る
。

幡
多
荘
本
郷
の
香
山
寺
と
観
音
寺
お
よ
び
大
方
郷
の
飯
積
寺
は
、
い
ず
れ
も
太
平

洋
を
望
む
山
頂
付
近
に
位
置
し
、
十
一
面
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
末
寺
は
金
剛
福
寺
の
寺
領
支
配
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
観
音
菩
薩
の
霊
場

で
あ
っ
た
。
金
剛
福
寺
は
、
末
寺
が
年
貢
の
収
納
を
請
負
い
、
ま
た
、
僧
侶
が
船

所
職
に
補
任
さ
れ
年
貢
京
上
を
請
負
う
と
と
も
に
、
末
寺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
四
万
十
川
下
流
域
の
水
運
を
掌
握
す
る
等
、
金
剛
福
寺
の
社
会
経
済
活
動
は

一
条
家
の
荘
園
支
配
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
中
世
幡
多
荘
に

お
い
て
、
金
剛
福
寺
は
有
力
な
在
地
勢
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
後
期

の
金
剛
福
寺
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

〔
注
〕

１
）
中
ノ
堂
一
信
・
中
世
的
「
勧
進
」
の
形
成
過
程
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
日
本

史
研
究
会
史
料
部
会
編
・
創
元
社
・
昭
和
４
５
年
６
月
１
日

（
２
）「
金
剛
福
寺
縁
起
」
は
、
享
禄
五
年
（
１
５
３
２
）
一
条
房
家
の
命
に
よ
り
金
剛

福
寺
院
主
・
尊
海
が
執
筆
し
て
い
る
。
尊
海
は
、
仁
和
寺
真
光
院
八
代
で
、
大

僧
正
、
本
名
・
尋
守
と
い
い
、
東
久
世
相
国
通
博
公
息
で
、
文
明
１
６
年
、
１

６
歳
で
出
家
し
、
天
文
１
２
年
１
１
月
４
日
、
土
佐
足
摺
に
お
い
て
７
２
歳
で

入
滅
し
て
い
る
。

（
３
）『
九
条
家
文
書
一
』
七
四
頁
図
書
寮
叢
刊
・
宮
内
庁
書
稜
部
昭
和
四
六
・
三
・
一

五

（
４
）
前
掲
書
九
八
頁

（
５
）
飯
倉
晴
武
「
九
条
家
領
の
成
立
と
道
家
総
処
分
状
に
つ
い
て
」『
日
本
中
世
の
政

治
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
、
六
・
十

（
６
）
香
宗
我
部
氏
は
甲
斐
源
氏
一
条
忠
頼
の
家
人
、
中
原
秋
家
を
祖
と
し
、
頼
朝
に

召
し
だ
さ
れ
（『
吾
妻
鏡
』）、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
六
月
、
宗
我
部
、
深
渕

両
郷
の
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
、
鎌
倉
初
期
に
土
佐
に
入
部
し
、
香
美
郡
宗
我
部

郷
へ
入
部
し
た
こ
と
か
ら
、
香
宗
我
部
氏
を
名
乗
っ
た
。

（
７
）
土
佐
国
古
文
叢
四
六
『
高
知
県
史
古
代
・
中
世
史
料
編
』

（
８
）『
公
卿
補
任
』
第
二
篇
二
六
八
頁
弘
安
五
年
・
従
三
位
源
成
経

六
十
一

四
月

八
日
叙
（
元
前
土
佐
守
）「
故
右
大
臣
顕
房
公
六
代
孫
。
故
少
納
言
重
房
朝
臣
男
。

（
中
略
）
文
永
元
十
・
十
五
任
土
佐
守
（
左
大
臣
分
国
）
同
三
・
二
・
一
得
替
。

（
９
）
宮
本
晋
平
「
鎌
倉
期
公
家
知
行
国
の
国
務
運
営
」『
史
林
』
八
七
｜
五
平
成
一

六
・
九

（
10
）
池
内
敏
彰
「
一
条
摂
関
家
と
土
佐
国
幡
多
庄
｜
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
し
て
｜
」

『
土
佐
史
談
二
〇
二
号
』「
同
（
二
）」『
土
佐
史
談
二
〇
五
号
』

（
11
）「
金
剛
福
寺
文
書
」
は
、
金
剛
福
寺
に
伝
来
す
る
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
か
ら
、

文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
ま
で
の
古
文
書
（
正
文
、
案
文
、
写
し
を
含
め
）

お
よ
そ
五
十
二
通
で
あ
る
。
内
容
は
、
寺
領
寄
進
や
寺
領
の
殺
生
禁
断
・
荘
官

不
入
に
関
す
る
一
条
家
政
所
下
文
、
院
主
職
譲
状
、
船
所
職
補
任
状
、
先
達
職

補
任
状
、
御
教
書
等
で
あ
る
。

（
12
）「
土
佐
清
水
市
四
国
霊
場
第
３
８
番
札
所
金
剛
福
寺
｜
木
造
千
手
観
音
立
像
修
理

報
告
及
び
像
内
納
入
品
概
要
報
告
｜
」『
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要

第
１
５
号
』
平
成
１
９
年
３
月
３
１
日

（
13
）
橋
田
庫
欣
『
と
き
連
綿
と
｜
宿
毛
小
史
・
宿
毛
の
人
々
』
宿
毛
市
教
育
委
員
会

平
成
十
三
年
三
月
十
二
日
発
行

七
〇

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）



（
14
）
木
造
南
仏
上
人
坐
像
・
像
高
８
３
、
５
セ
ン
チ
、
県
指
定
文
化
財
（
昭
和
４
７

年
５
月
指
定
彫
刻
）・
四
万
十
市
幡
多
郷
土
資
料
館
蔵

（
15
）
新
城
常
三
「
古
代
水
運
よ
り
中
世
水
運
へ
」『
中
世
水
運
史
の
研
究
』
平
成
六
・

十
塙
書
房

（
16
）
同
書
「
沿
海
荘
園
年
貢
輸
送
一
般
」

（
17
）
淡
路
國
鳥
飼
別
宮
雑
掌
地
頭
和
與
状
写
『
石
清
水
文
書
之
一
』
二
一
六
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
昭
和
四
四
年
十
一
月
復
刻

（
18
）
永
島
福
太
郎
「
讃
岐
神
崎
庄
の
伝
領
」『
日
本
歴
史
二
九
六
号
』
一
九
七
三
・
一

（
19
）「
新
収
蔵
古
絵
図
展
・
描
か
れ
た
土
佐
の
浦
々
」
四
九
頁
参
考
資
料
①
幡
多
郡
下

田
浦
図
・
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
平
成
十
七
年
十
一
月
二
六
日
発
行

20
）
松
田
直
則
「
古
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
中
筋
川
流
域
の
開
発
」『
土
佐
史
談
二
一

二
号
』

21
）「
舟
戸
遺
跡
」『
中
村
宿
毛
道
路
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
高
知
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
四

22
）
山
本
哲
也
「
四
万
十
川
流
域
に
お
け
る
前
期
古
墳
の
成
立
と
そ
の
背
景
」『
海
南

史
学
』
三
五
号
一
九
九
七
・
八

23
）
橋
本
和
久
「
⑶
中
筋
川
流
域
の
遺
跡
群
」『
中
世
西
日
本
の
流
通
と
交
通
』
高
志

書
院
二
〇
〇
四
年
四
月
一
〇
日
第
一
刷

24
）
恵
良
宏
「
荘
園
と
水
運
（
そ
の
二
）
北
九
州
・
遠
賀
川
流
域
荘
園
を
中
心
と
し

て
」『
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
校
外
発
表
研
究
論
文
』
一
九
七
五

25
）
新
城
常
三
「
五
運
賃
の
一
定
化
」『
中
世
水
運
史
の
研
究
』
平
成
六
・
十
・
十
三

塙
書
房

26
）『
南
部
町
史
史
料
編
』
第
２
編
文
書
史
料
二
五
四
頁
平
成
三
年
三
月
十
五
日
発
行

（
27
）
綿
貫
友
子
「
南
部
荘
を
め
ぐ
る
海
運
史
料
に
つ
い
て
」『
中
世
探
訪
・
紀
伊
国
南

部
荘
と
高
田
土
居
｜
検
注
を
拒
否
し
た
人
々
』
和
歌
山
中
世
荘
園
調
査
会
編
二

〇
〇
一

（
28
）
新
城
常
三
「
海
難
と
そ
の
処
理
」『
中
世
水
運
史
の
研
究
』
平
成
六
・
十
・
十
三

塙
書
房

（
29
）「
坂
本
遺
跡
」
高
知
県
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
第
１

０
３
集
２
０
０
８
、
３
高
知
県
文
化
財
団
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
高
知
県

教
育
委
員
会
２
２
１
頁
、
１
０
３
図
（
左
図
参
照
）
舟
形
木
製
品
に
つ
い
て
は
、

２
１
５
、
２
２
０
頁
に
次
の
所
見
が
見
ら
れ
る
。「
舟
形
木
製
品
Ｗ
２
８
は
、
残

存
長
２
９
、
７
セ
ン
チ
、
高
さ
７
、
４
セ
ン
チ
、
幅
９
、
６
セ
ン
チ
で
あ
る
。

厚
さ
は
１
、
５
セ
ン
チ
程
で
比
較
的
肉
厚
で
あ
る
。
複
材
の
刳
船
舟
で
船
首
水

押
し
部
が
差
し
込
み
と
な
っ
て
い
る
が
欠
落
し
て
い
る
。
船
底
中
央
部
に
帆
柱

穴
が
開
く
。
船
尾
に
は
梶
が
付
く
よ
う
に
穴
が
開
い
て
い
る
。
材
質
は
シ
ャ
シ

ャ
ン
ボ
で
あ
る
。
周
辺
の
遺
物
等
か
ら
１
５
Ｃ
〜
１
６
Ｃ
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。」

船
形
木
製
品
の
性
格
に
つ
い
て
は
、「
通
路
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
舟
形
木
製
品

Ｗ
２
８
は
祭
祀
関
連
の
可
能
性
が
強
く
、
通
路
状
遺
構
に
直
接
伴
う
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
は
、
遺
構
か
ら
出
土
す
る
も
の
は
少
な
く
、

七
一

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
三
十
七
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）



ほ
と
ん
ど
包
含
層
出
土
遺
物
で
あ
る
。
包
含
層
は
浅
く
、
黒
灰
粘
土
層
に
中
世

の
各
時
期
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
古
い
も
の
で
１
３
Ｃ
か
ら
１
４
Ｃ
の
１

６
９
０
、
１
７
０
２
、
の
青
磁
類
が
極
僅
か
に
出
土
し
た
。
１
４
Ｃ
代
で
は
１

７
１
１
の
瀬
戸
梅
瓶
、
青
磁
の
雷
文
帯
の
も
の
が
若
干
出
土
す
る
程
度
で
あ
る
。

最
も
多
い
の
は
１
５
Ｃ
後
半
代
の
も
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）『
高
知
県
社
寺
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
図
版
篇
』
一
七
〇
頁
図
四
九
四
、
平
成

十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
三
・
三
十
一
高
知
県
教
育
委
員
会

（
31
）『
南
路
志
』
３
郡
郷
の
部
、

下

四
五
四
、
四
五
五
頁
所
収
「
山
横
俗
諺
集
」

（
と
う
ち
か

し
ん

文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導：

今
堀

太
逸

教
授
）

二
〇
〇
八
年
九
月
二
十
九
日
受
理

七
二

中
世
金
剛
福
寺
の
勧
進
活
動
と
幡
多
荘

（
東
近

伸
）




